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こ
の
一
票
悔
い
な
く
洩
れ
な
く

‘ け

が

れ

な

く

健
康
の
町

そ
の
後
の
歩
み

過
る
五
月
に
十
ハ
日
健
康
の
町

」
宣
谷
を
し
て
三
ヵ
月
が
経
過
し

現
在
ま
で
法
定
伝
染
病
に
よ
る
隔

離
患
者
は
一
人
も
出
て
お
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
も
保
健
衛
生
に
対
す
る

認
識
と
知
識
の
向
上
並
に
予
防
対

策
御
協
力
の
賜
と
思
わ
れ
嬉
ば
し

い
こ
と
で
あ
る
。

所
が
決
定
し
、
こ
の
ほ
か
は
各
部

落
か
ら
の
申
請
地
区
を
調
査
の
上

箇
所
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

次
に
記
念
事
業
と
し
て
共
同
保
険

計
画
推
進
協
議
会
に
諮
り
異
性

新
生
物
（
が
ん
）
検
診
と
血
液
型

の
登
録
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

さ
て
宣
言
に
よ
り
其
体
的
な

事
業
と
し
て
今
後
実
施
す
ろ
こ

と
に
決
定
し
た
こ
と
が
ら
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
す
る
。

先
ず
環
境
衛
生
丿
問
題
と
し

て
ど
う
し
て
も
こ
れ
を
向
上
さ

せ
る
上
に
必
要
な
こ
と
は
抜
本

的
な
施
設
改
善
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
日
常
生
活
を
営
む
上
に
身

近
か
に
感
じ
困
っ
て
い
る
こ
と

に
下
水
の
処
理
が
あ
る
。
即
ら

下
水
溝
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る

こ
と
で
、
之
は
県
下
各
市
町
村

の
悩
み
の
種
で
あ
り

。
こ
の
改

良
整
備
は
、
過
去
数
年
間
に
沢
江

、
野
波
瀬
、
豊
原
、
土
手
市
、
中

村
、
下
中
小
野
、
生
島
等
の
主
と

し
て
道
路
側
溝
等
は
町
費
で
施
工

致
し
ま
し
た
が
本
年
度
単
独
町
費

七
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
家
屋
の
密

集
し
た
と
こ
ろ
を
重
点
的
に
施
工

し
ま
す
。
こ
の
う
ち
二
五
○
万
円

は
湯
免
地
区
の
下
水
溝
整
備
に
箇

た
。
最
近
特
に
多
い
が
ん
死
亡
に

つ
い
て
早
期
発
見
早
期
治
療
を
進

め
ろ
べ
く
鋭
意
努
力
し
て
き
た
が

集
団
検
診
の
機
会
に
恵
ま
れ
ず
要

望
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で

す
。
た
ま
た
ま
健
康
の
町
宣
言
を

し
ま
し
た
と
こ
ろ
中
岡
新
聞
社
会

福
祉
事
業
Ｊ
と
山
口
大
学
医
学
部

と
か
ら
地
方
自
治
体
と
し
て
は
県

下
で
初
め
て
の
試
み
と
し
て
の
毎

年
継
続
に
よ
る
胃
部
の
が
ん
検
詣

を
行
つ
て
や
ろ
う
と
い
う
巾
し
入

れ
を
受
け
た
次
第
で
す
。
昭
和
四

十
一
年
十
一
月
か
ら
同
四
十
二
年

一
月
ま
で
の
問
に
二
回
に
わ
た
り

四
十
才
以
上
七
十
才
ま
で
の
男
女

を
対
象
に
無
料
で
実
施
す
る
予
定

で
す
。
し
か
し
毎
年
度
約
じ
五
〇

人
の
検
診
し
か
実
施
で
き
な
い
の

で
具
体
的
な
計
画
は
現
在
検
討
中

で
あ
る
。

更
に
又
大
手
術
誡
は
交
通
ヅ
故

等
必
要
な
輸
血
に
大
量
の
新
鮮
な

血
液
が
要
求
さ
れ
、
や
や
も
す
る

と
血
液
の
確
保
が
困
難
な
だ
め
不

幸
な
事
態
を
招
く
こ
と
も
予
測
さ

れ
る
。
そ
こ
で
町
民
の
血
液
は
町

内
で
自
給
自
足
で
き
る
よ
う
な
体

制
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
血

液
刑
の
登
録
を
実
施
し
台
帳
を
整

備
し
て
献
血
ま
た
は
供
血
の
お
世

明
る
い
正
し
い
選
挙
推
進
委
員
会

聒
を
し
よ
う
と
云
う
わ
‥
じ
吽
。

現
在
案
と
し
て
は
学
校
の
児
童

生
徒
全
員
、
一
般
住
民
の
う
ち
こ

れ
ま
で
登
録
を
し
て
い
な
い
者
を

対
象
に
、
本
年
度
二
五
〇
〇
人
を

十
一
月
頃
実
施
す
る
ソ
冐
で
あ
り

こ
れ
ま
で
交
通
安
全
協
会
や
病

院
等
で
血
液
型
の
判
定
を
受
け
ら

れ
た
者
で
、
町
の
保
健
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
こ
の
際
登

録
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
血
液

型
は
一
度
判
定
を
う
け
た
な
ら
ぱ

一
生
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○

勉

強

の

秋

Ｉ

母

の
三

つ
の
型

Ｉ

て

放

任

型

牛
や
犬
や
猫
と
㈹
じ
く
ら
い
し

か
子
供
の
こ
と
に
気
を
く
ば
ら
ぬ

万
亊
先
生
に
お
ま
か
せ
、
今
日
の

学
校
の
日
課
に
も
無
関
心
な
母

二

、
教

育

マ

マ
型

わ
が
子
の
学
力
学
力
学
力
、
学

力
さ
え
つ
げ
ば
他
は
ど
う
で
も
よ

い
。
考
査
の
点
の
良
否
で
喜
悲
こ

も
ご
も
、
そ
れ
学
習
塾
や
れ
家
庭

教
師
と
か
が
勁
く
母

三

、
中

間

型

前
二
者
の
中
問
層
、
平
素
は
放

任
に
近
く
時
々
き
び
し
く
、
然
し

ゆ
と
り
と
幅
の
あ
る
く
ら
し
も
忘

れ
ぬ
母

勉
強
は
子
ど
も
の
仕
事
で
あ
る

し
か
し
戦
時
中
判
定
を
受
け
ら
れ

た
者
の
中
に
は
、
記
憶
の
間
違
い

や
作
業
の
手
違
い
等
に
よ
り
血
液

型
の
確
実
他
の
な
い
考
が
こ
れ
ま

で
の
呑一
録
半
玉
で
兄
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
再
確
認
を
さ
れ
る
こ
と

が
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
本
年
度
で
は
こ

の
三
つ
の
事
業
を
宣
言
に
伴
う
特

別
な
も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
推
進

し
ま
す
の
で
協
力
を
望
む
も
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
（
民
生
課
‘

淮
に
云
わ
れ
な
く
て
も
わ
が
家
で

自
主
的
に
家
庭
学
習
す
る
良
法
は

あ
る
。
お
母
さ
ん
の
勉
強
の
か
ん

ど
こ
ろ
は
こ
こ
。

学
科
の
勉
強
に
も
増
し
て
大
切

な
こ
と
Ｉ
そ
れ
は
遊
び
の
中
、
く

ら
し
の
中
で
う
る
お
い
あ
る
情
操

を
豊
か
に
み
が
く
心
が
け
を
育
て

て
や
る
こ
と
で
あ
る
。

○

は

た

ら

き

と
教

育

「
不
作
不
食
一
と
あ
る
。
米
が

不
作
だ
か
ら
食
事
を
少
く
す
る
こ

と
で
は
な
い
。
一
目
不
作
、
一
日

不
食
－
一
日
な
さ
ざ
れ
ば
匸
日
食

わ
ず
Ｉ
と
読
み
と
れ
ば
肯
の
高
僧

の
教
え
を
、
し
み
し
み
と
受
と
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
頃
の
子
ど
も
は
家
庭
で
何

か
手
伝
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
、

家
で
手
っ
だ
わ
せ
る
小
が
な
い
の

だ
ろ
う
か
、
仂
か
ざ
る
者

は
食
う

べ
が
ら
す

（
ソ
巡

）
、
艱

難
は
汝

‐‐

を
玉
と
す
る
（
中
仙（
）
、
仂
ら
く

・

こ
と
に
よ
っ
て
孚

ぶ
（
米
国
）
。

一

冂
本

宍
・じ

Ｅ

だ
け
勤
労
を
軽

べ

っ
し
て
そ
れ
が
幸
せ
と
思

っ
て
ぃ

た
ら
二
十
年
後
に
は
ご
う
な
る
だ

Ｉ

ろ
う
。

○

か

ら

だ

つ

く

り

統
計
な
ど
で
調
べ
て
み
る
と
三

隅
叮
は
人
き
く
生
ん
で
小
さ
く
育

て
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
よ
う
だ

。
生
ま
れ
た
時
は
身
長
も
休
重
も

全
国
平
均
で
あ
る
が
六
才
児
に
な
る

と
全
国
平
均
よ
り
も
下
り
一
二
才

に
な
っ
て
も
决
し
て
よ
く
な
い
。

数
年
前
に
宗
頭
校
区
で
は
三
才
児

が
平
均
以
下
と
い
う
の
で

「
び

っ

く
り
大
会
」
を
開
い
で
乳
幼
児
の

休

位
か
ら
気
に
か
け
て
育
て
ら
れ

今
で
は
小
学
生
の
体
格
も
体
力
も

ず
ん
ず
ん
よ
く
な
っ
た
そ
し
て
今

年
は
明

倫
校
と
共
に
山
口
県
内

の

小
学
校

の
健

康
佳
良
校
と
し
て
表

彰

さ
れ
た
。

天
高
く
く
馬
肥
ゆ
る
秋
と
な
っ
た

。
家

艇
と
部
落
の
協
力
に
ょ
っ
『て

夏

に
き
た
え

た
青
少
年
の
体
力

を

こ
の
秋

は
更

に
充
実
さ
せ
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
や
正
し
い
遊
び
に
全

力
を
う
ち
こ
ん

で
ぃ

る
青
少
年
は

健
全
で
明
朗

で
あ
る
。
若
い
生
命

を
尊
重
仲
長
さ
せ
る
た
め
に
は
野

波
瀬
や
沢
江
に
手

を
加

え
ら
れ
た

よ
う
に
部
落
に
イ
ど
も

の
遊

び
場

が
是
非
ほ
し

い
。
体
育
施
設
を
与

え
よ

、
非
行
は
必
ず
そ
の
地
域
か

ら
追
放

さ
れ

る
。

（
教
育
長
　

中
野
四
郎

）

プ ー ル の に ぎ わ い

５月15日開場した湯免温泉ブールは連日
の暑さで、大小の河童連のよき遊び揚とな
つている。入場者も17日現在有料7198人・
小人4963人、大人2235人）無料小人大人合
せて3550人となり、係員もうれしい悲鳴を
あ げ て い る 。 尚 そば の 老 人 福 祉 セ ン タ ーは
10月 末 落 成 を 予 定 し てい る 。

楽しい子供会のキャンプ

子供会のリーダー養成研修会のキャンプを
湯免温泉にて７月23日24日に実施した。町内
でｊ 泊 めて の こ こ ろ みに て小 学 ５年‐ 中 学 ２
年 生 迄 、36 名（ 男 女 半 数 ）が 参 加し た 。野 外
での飯ごうすいさんや天体観測、水泳講習、
探 裏 ハ イキ ン グ等 で、 思 出 の 多い キ ャ ンプ を
終っ た 。

ソ レケイ・フントナ
畜 産 共 進 会 も39 回 に

去る８月2日卜天の明倫小グランドで､開催

され、出品頭数は上地区より6頭　中地区11

頭　下地区8頭　計25頭が出場。入賞牛所有

者は（一等賞）滝坂、阿辺兼次。下中小野

田 村 皐 月 。

（二等賞）津雲、山根信一。豊原、的場勝

義 。 中 小 野 、 田 辺 春 雄 。 麓 、 山 根 豊 一 。

農 杲 委 員 き ま る

去 る７月15 囗 選出 さj冒 こ農 業 委 昌 並ぴ に 町
淞沁、農 眉 ぷI I Gi l合 、農 業 巡回出 合夫 々の 推
｡才ん に 依 り 決定 し た 農業 芻μ は 次 の と お り。
旌l l i Fﾐ治、 沖 村 信 一、 中 野 輝 夫 、 山 本 吉 郎．

ｊ 付 皐月 、 嘉 抻 利 幸 、田 村弥 一、巾 野 伊 勢一
、 名4ﾐ|旧]良 作 、上 野 芳 輔 、 上 田 好 紀、 村 岡 三
一、 堀 永 栄 治 、 前田 道 雄 、 綿 野 孝 一、

組
合
が
計
画
を
推
進
し
ま
す
の
で

儲
る
林
業
の
た
め
利
用
下
さ
い
。

導
入
す
る
機
械

ウ
イ
ン
チ
一
台
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
三

台
　
刈
払
機
九
台
、
オ
ー
ト
バ
イ

ニ
ロ
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
ニ
セ
ッ

ト
、
測
量
器
只
一
セ
ッ
ト
。

機
械
保
管
倉
庫
は
八
月
十
口
入

事
業
計
画
を
樹
立
し
て
、
本
年

度
よ
り
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に

な
り
目
下
漸
次
軌
道
に
の
り
、
将

来
、
森
林
所
有
者
の
所
符
の
向
上

と
、
機
械
化
に
よ
り
労
仂
力
不
足

の
打
破
を
め
ざ
し
て
一
歩
づ
っ
前

進
し
つ
つ
あ
る
。

先
づ
、
森
林
組
合
が
事
業
主
体

と
な
っ
て
、
八
に
森
林
所
有
者
の

立
場
と
な
り
、
素
材
生
産
の
近
代

化
を
図
る
た
め
次
に
掲
げ
る
機
械

を
導
入
し
、
且
つ
労
務
班
を
強
化

拡
充
し
、
受
託
生
産
、
造
林
保
育

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
森

林
所
有
者
の
生
産
経
賈
の
節
成
を

図
る
た
め
、
団
地
生
産
、
同
時
生

産
が
行
れ
る
よ
う
団
地
形
成
を
す

る
た
め
、
計
画
簿
を
作
成
し
森
林

二
月
十
日
で
、
竣
工
す
れ
ば
三
十

一
戸
の
森
林
所
有
者
が
利
益
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
乂
、
二

条
窪
線
に
つ
い
て
は
二
一
五
四
二

千
円
で
、
長
門
市
、
植
中
組
（
植
中

八
郎
氏
）
が
落
札
、
工
期
は
十

二
月
十
日
で
、
一
八
二
戸
の
森
林

所
有
者
が
利
益
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
新
尺
線
は
十
月
上
旬

林
業
構
造
改
善
事
業

札
、
巴
建
設
中
村
勲
氏
に
よ
り
来

る
十
月
ニ
ト
凵
完
成
い
た
し
ま
す

町
が
小
業
黽
体
と
な
っ
て
実
施

す
る
林
道
開
設
事
業
は
、
す
で
に

入
札
を
終
り
、
飯
并
の
四
ヶ
浴
線

に
っ
い
て
は
二
五
五
〇
千
円
で
、

西
村
一
郎
氏
が
落
札
、
す
で
に
着

工
し
て
い
ま
す
。
完
成
期
日
は
十

入
札
す
る
予
定
で
す
。

入
会
林
野
整
備
事
業
は
八
月
一

日
浅
田
部
落
か
ら
測
量
に
と
り
か

か
つ
て
い
ま
す
が
、
逐
次
、
津
雲

。
中
畑
、
生
島
、
大
竹
、
宗
頭
各

部
落
を
年
内
に
実
施
し
ま
す
。

各
協
業
体
が
実
施

す
る
事
業

追

分

し

い

だ

け

組

合

が

乾

燥

機

一

ニ
ス

チ

ェ

ン

ソ

ー

、

軽

架

線

を

一
二

㈲

二

千

円

で

貼

入

し

、

近

代

的

し

い

だ

け

生

産

を

行

ゾ

つ

．

・
ｋ

Ｉ
．

・

．
べ
’『

．
‘１

Ｌ

χ
！

、『丶

『

．
’
．

．
．ご
．
り

才

炭

生

方

名

心

‘
二

Ｖ
　

月

・
り

ぴ

合

川

化

を

図

る

た

め

、

エ

エ

ン

ソ

ー

を

当

人

し

ま

す

．

町

み

ど

り

公

『
が

川

肩

ご

兄

べ

優

良

佰

木

を

牛

覬

て

．

．昆

め

、

吋

う

ん

僞

、

浬

刷

紋

争

鴪

冫

丿

人

し

需

嚶

に

応

じ

鵑

給

し

ま

ｆ

。

ｊ

明

行

戊

休

卜
．言

佶

‥
う

促

遥

と

し

て

、

庖

原

と

干

栄

窩

の

川

に

よ

料

等

を

施

し

た

モ

デ

ル

的

心

林

を

行

い

、

森

休

所

付

汗

・
Ｊ
・
町

川

に

八

す

る

た

力

、

に
萍

叶

－
ミ

白
ト

ト

冂

ド

句

卜

い

り
1
 
1
.勹

匚

し

・一
ベ

フ

．

つ

憫

卜

緇
じ

ラ ジ オ 体 操 后 の 駈 歩

完 成近い 老人 福 祉 セ ンター

皮
膚
ガ
ン
集
団
検
診

宇
部
山
大
附
属
病
院

九
月
五
日
―
一
〇
日

外
来
　
　
二
五
〇
円

○
九
三
〇
Ｉ
一
二
三
〇

人
づ
く
り
は
町
づ
く
り

昭 和 ４　１ 年
８ 月 ２０ 日

８８ 号

みすみ



九
月
十
五
日
敬
老
の
日

老
人
福
祉
を
進
め
ま
し
よ
う

自
動
車
損
害
賠
償

責
任
共
済
の
施
行

此
度
自

動
車
損
害

述
べ
る
の
で
汚
川
下
さ
る
よ
う
お

ね
が
い
し
ま
す
。

（
一
）
実
施
の
目
的
　
自
動
車
損

害
賠
償
補
償
法
の
主
旨
に
鑑
み

農
村
部
に
お
け
る
日
動
車
の
保
有

者
が
車
両
事
故
（
対
人
）
に
よ
り

負
う
損
土
賠
償
責
任
の
負
担
を
軽

成
し
、
被
害
者
に
対
す
る
損
害
賠

償
を
確
保
し
て
自
動
車
運
送
な
ら

び
に
道
路
交
通
の
健
白
石
・発
展
に

資
す
る
。

（
二
）
実
施
対
象
車
両
　
組
合
員

の
保
有
す
る
軽
自
動
車
な
ら
び
に

原
動
機
付
自
転
車
と
す
る
。

（
三
）
共
済
掛
金
率
　
全
国
共
済

連
が
掛
算
委
は
公
の
議
を
経
て
農

林
大
臣
に
申
請
し
、
農
林
大
臣
が

運
輸
大
臣
お
よ
び
大
蔵
大
臣
の
㈲

意
を
得
て
承
認
し
た
も
の
と
す
る

（
四
）
共
済
金
額

①
死
亡
　
　
　

一
五
〇
万
円

②
死
亡
に
い
た
る
ま
で
の
傷
害

五
○
万
円

③
傷
害
　
　
　
　
五
〇
万
円

④
後
遺
障
害

七
万
一

一
五
〇
万
円

（
五
）
共
済
金
の
支
払
　
一
事
故

の
共
済
金
に
制
限
が
な
い
。
但
し

一
人
当
り
の
共
済
金
額
は
四
に
記

載
し
た
額
で
あ
る
。
共
済
金
額
は

自
動
的
に
復
元
す
る
。
被
共
済
者

の
共
済
金
請
求
権
は
、
共
済
金
額

の
範
囲
内
に
お
い
て
、
被
害
者
に

支
払
っ
た
賠
償
癩
を
限
度
と
す
る

（
六
）
被
害
者
の
直
接
請
求

①
共
済
者
に
対
し
て
損
害
賠
償

額
の
支
払
を
請
求
で
き
る
。

②
共
催
者
に
対
し
て
、
損
害
賠

償
額
の
仮
払
金
、
内
払
金
の

支
払
の
請
求
を
で
き
る
。

（
七
）
喫
約
の
再
共
済
及
び
再
々

共
済
　
共
済
契
約
は
山
口
県
生
命

建
物
共
済
毆
協
運
に
再
共
済
し
、

全
国
共
済
農
協
連
に
再
々
共
済
す

る
。
危
険
責
任
は
全
額
全
国
共
済

連
で
保
有
す
る
。

（
八
）
共
済
掛
金

①
経
自
動
車
　
三
、
八
〇
〇
円

②
原
付
自
転
車
二
、
五
四
〇
円

尚
詳
細
は
農
協
共
済
部
に
お
尋
ね

下
さ
い
。

（
八
月
）
但
し
二
十
日
以
降

ニ
ト
五
目
　
定
例
町
議
会

二
十
九
日
　
妊
嶇
帽
検
診

下
旬
　

消
賞
豹
と
業
者
○
懇
談

会
、
農
業
川
人
学
級
、
稲
作

研
究
会
貝
研
修
会

（
九
月
）

一
目
　

各
气
良

始
業
式

上
司
　
旱
列
始
う
崕
内
校
長
並

び
に
教
三
矢
尸

拓
治
苣
共

進
会
出
目川
牛
子
送（
代

営
ご

類
型
別
経
営
研
修
会

町
氏
体
育
大
会
参
加

青
年
学
級
開
講
式

五
月団

報
発
刊
　
近
県
奉
仕
作
業

新
人
団
貝
歓
迎
交
歓
会

七
月青

年
研
修
会
　
球
技
人
会

家
政
部
研
修
会

人
津
郡
球
技
大
会

八
月盆

踊
大
会
参
加

山
口
県
球
技
大
会

九
月団

報
発
刊
　
　
視
察
旅
行

十
月会

計
、
書
類
中
間
監
査

十
一
月

産
業
祭
窖
加
　
追
跡
奉
仕
作
業

十
二
月

青
年
学
級
生
大
会

一
月駅

伝
大
会
参
加

成
人
式
記
念
会
食

新
年
互
礼
会

二
月団

林
作
業

三
月団

報
発
刊
　
総
会

し
よ
に
や
る
の
が
よ
い
。
す
わ
っ

て
い
て
よ
い
。

・
一
杯
や
っ
た
あ
と
は
い
け
な

い
　
そ
う
で
な
く
て
も
血
管
が
ア

ル
コ
ー
ル
で
刺
激
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
以
にに
の
刺
激
を
与
え
る

の
は
さ
け
る
。
も
ら・ろ
ん
、
休
を

動
か
し
で
は
牛
が
あ
る
病
気
の
人

は
絶
対
い
け
な
い
。

・
気
分
を
ゆ
っ
た
り
と
　
フ
ロ

の
あ
と
、
眠
る
前
が
い
ち
ば
ん
よ

い
。
受
け
て
い
る
と
き
は
何
も
考

中
旬
　
米
づ
く
り
講
習
会
、
定

例
教
育
委
員
会
、
社
会
教
育

委
員
会
、
体
育
指
導
委
貝
集

会
、
中
学
校
体
育
大
会
、
乳

行
事
メ
モ

兒
検
診
、
敬
老
○
囗
行
事
、

豊
原
米
育
所
創
段
卜
週
年
記

念
式

下
旬
　
老
人
賜
・回
ド
断
精
密
検

改

正

さ

れ

た

国

民

年

金

今
川
の
改
止
で
制
度
の
内
容
が

充
実
さ
れ
、
制
溲
全
般
に
わ
た
り

改
善
さ
れ
、
大
婦
で
月
額
一
万
円

の
老
齢
年
金
が
実
現
し
ま
し
た
。

改
正
の
要
点
は
次
の
と
お
り

【
拠
出

年
金
】

▲
年
金
額
の
引
上
げ

年
金
額
を
そ
れ
ぞ
れ
約
二
・
五

倍
引
き
上
げ
た
。

①
老
齢
年
金

二
五
年
保
険
料
納
付
の
場
合

２
万
４
千
円
Ｉ
６
万
円

四
〇
年
保
険
料
納
付
の
場
合

４
万
２
千
円
１
９
万
６
千
円

②
障
害
年
金

最
低
保
障
額

２
万
４
千
円
－
６
万
円

一
級
の
加
算
頏

６
千
円
Ｉ
Ｉ
万
２
千
円

③
母
子
・
凖
母
子
年
金

最
低
保
障
額
（
子
が
二
人
の
場

合
の
額
）

２
万
４
千
円
－
６
万
円

④
遺
児
年
金
　
最
低
保
障
額

査
、
各
小
学
校
運
動
会

二
十
八
日
　
農
村
渮
年
激
励
大

会
、
県
農
業
展
示
会
参

加

（
卜
月
）

一
日
　
定
例
教
育
委
員
会

上
旬
　
宗
頭
幼
稚
園
運
動
会

三
才
児
検
診
、
智
能
テ
ス
ト

中
陶
　
湯
兒
地
区
簡
易
水
道
竣

工
、
結
核
一
般
住
民
検
診
、

公
営
住
宅
落
成
式

１
万
２
千
円
Ｉ
３
万
円

▲
支
給
要
件
の
緩
和

①
障
害
の
範
囲

障
害
年
金
の
支
給
の
支
給
対
象

と
な
る
範
囲
に
、
心
臓
病
な
ど
の

循
環
器
系
、
消
化
器
系
等
す
べ
て

の
内
部
疾
患
に
よ
る
障
害
を
加
え

、
母
子
・
凖
母
子
お
よ
び
遺
児
年

金
の
支
給
対
象
と
な
る
子
の
障
害

の
範
闘
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に

拡
大
さ
れ
た
。

②
受
給
資
格
期
問

障
害
年
金
の
基
準
を
、
今
ま
で

の
‐
1
‐
1初
診
目
」
か
ら
「
廃
疾
認
定

日
（
初
診
日
か
ら
三
年
を
経
過
し

た
日
ま
た
は
傷
病
が
な
お
つ
だ
日

）
」
に
さ
れ
た
。

▲
保
険
料
額
の
改
定

年
金
額
の
引
上
げ
に
と
も
な
い

こ
れ
を
ま
か
な
う
た
め
に
保
険
料

の
額
が
改
定
さ
れ
る
が
、
一
度
に

負
担
を
大
き
く
し
な
い
た
め
段
階

的
に
増
額
す
る
。

①
昭
和
四
十
二
年
一
月
分
か
ら

三
十
五
才
未
満
　
月
２
０
０
円

三
十
五
才
以
上
　
月
２
５
０
円

②
昭
和
四
十
四
年
一
月
分
か
ら

三
十
五
才
未
満
　
月
２
５
０
円

三
十
五
才
以
上
　
月
３
０
０
円

【
福
祉
年
金
】

▲
年
金
額
の
引
上
げ

各
福
祉
年
金
と
も
２
千
４
百
賍

引
き
上
げ
ら
れ
た
。

①
老
齢
福
祉
年
金

１
万
５
千
６
百
円

１
一
万
８
千
円

②
障
害
福
祉
年
金

２
万
４
千
円一

二
万
６
千
４
百
円

③
母
子
・
凖
母
子
福
祉
年
金

１
万
８
千
円１

２
万
４
百
円

▲
支
給
要
件
の
緩
和

①
受
給
権
者
所
得
制
限

限
度
額
の
引
上
げ

2
2万
円
－
2
4
万
円

②
配
偶
者
所
得
制
限

今
ま
で
の
取
扱
い
を
廃
止
し

、
扶
養
義
務
者
と
同
じ
取
扱
い
に

さ
れ
た
。

③
扶
養
義
務
者
所
得
制
限

限
度
額
の
引
上
げ

単
身
者
の
場
合

4
3万
円
1
4
9万
円

六
人
世
帯
の
場
合

7
1万
６
千
４
百
円

－
8
1
万
７
千
５
百
円

④
夫
婦
受
給
制
限

夫
婦
で
、
一
方
が
老
令
福
祉
年

金
他
方
が
障
害
福
祉
年
金
を
受
け

る
場
合
、
今
ま
で
は
老
令
福
祉
年

金
を
「
３
千
円
」
支
給
停
止
さ
れ

て
い
た
が
こ
れ
が
廃
止
さ
れ
た
。

⑤
障
害
の
範
囲

拠
出
年
金
と
同
じ
取
扱
い
に
さ

れ
た
。

え
ず
、
筋
肉
も
で
き
る
だ
け
ゆ
る

め
、
姿
勢
を
楽
に
Ｉ
。
着
物
は
う

す
着
、
す
ん
だ
後
は
五
分
か
十
分

横
に
な
っ
て
休
む
の
が
い
い
。

・

裁
本
の
技
術
　
マ
ッ
サ
ー
ジ

に
は
い
ろ・い
ろ
の
手
の
使
い
方
が

マツ サ
ー　 ジ

あ
る
が
、
基
本
は
六
つ
。
家
庭
で

は
次
の
四
つ
を
会
得
し
て
お
け
ば

よ
い
だ
ろ
う
。

【
な
で
力
・
さ
す
り
方
】
　
手
の
ひ

ら
で
同
じ
よ
う
な
力
で
上
下
に
あ

る
い
は
左
右
に
、
斜
め
に
、
円
形

に
と
な
め
ら
か
に
な
で
こ
す
る
。

血
液
の
循
環
を
よ
く
す
る
。

【
も
み
方
】
　
指
や
手
の
い
ろ
い
ろ

な
部
分
を
仗
う
が
、
一
番
多
く
使

わ
れ
る
の
は
親
指
。
力
を
入
れ
、

え
ぐ
る
よ
う
に
人
念
に
ま
わ
す
。

右
手
は
右
回
し
、
左
手
は
左
回
し

に
。
筋
肉
の
こ
り
な
ど
ほ
ぐ
す
の

に
よ
い
。

【
押
し
方
】
　
主
に
親
指
で
押
す
。

徐
々
に
力
を
入
れ
、
徐
々
に
力
を

抜
く
。
決
し
て
急
に
乱
暴
に
し
て

は
い
け
な
い
。
左
右
一父
代
に
や
る

こ
と
が
多
い
。

【
た
た
き
方
】
　
軽
く
握
つ
た
こ
ぶ

し
や
、
開
い
た
て
の
ひ
ら
の
小
指

側
や
、
両
掌
を
合
わ
せ
て
た
た
く

Ｉ
ｉ丶

―

軽
く
、
速
く
、
は
じ
く
よ
う
に
弾

力
的
に
や
る
。
上
手
に
や
る
と
快

く
眠
気
を
さ
そ
う
技
。

・
上
達
の
道
は
練
習
の
み
　
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
技
術
は
練
習
に
よ
る

以
外
上
達
の
道
は
な
い
。
ツ
ポ
と

順
序
と
を
正
確
に
守
る
。
施
術
は

一
つ
の
線
を
数
回
く
り
か
え
し
て

か
ら
次
の
手
に
移
る
。
い
く
ら
力

が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
バ
カ
カ
を

出
し
て
乱
暴
に
や
っ
て
は
い
け
な

い
。
目
安
は
受
け
る
方
が
気
持
の

よ
い
程
度
。
や
り
す
ぎ
も
い
け
な

い
。
ま
あ
、
三
十
分
も
や
れ
ば
十

分
だ
ろ
う
。

○
公
営
住
宅

建
築
戸
数
　
八
戸

請
負
金
額

主
体
工
事
四
九
〇
〇
万
円

給
水
工
事
二
〇
万
円

請
負
業
者
　
土
手
　
木
原
健
治

竣
工
期
日

昭
和
四
十
一
年
十
月
二
十
口

入
所
申
込
受
付
　
九
月
上
旬
開
始

＠
湯
免
簡
易
水
道
布
設

湯
免
地
区
に
簡
易
水
道
を
布
設

す
る
た
め
請
負
入
札
を
し
た
結
果

野
波
瀬
の
藤
永
信
介
さ
ん
が
四
五

〇
万
円
で
請
負
わ
れ
、
竣
工
期
限

は
卜
月
十
五
日
、
給
水
開
始
は
十

一
月
一
日
の
予
定
で
あ
る
。
水
源

地
六
米
の
井
戸
は
ほ
ぽ
完
成
し
、

水
量
は
一
日
三
千
立
方
米
が
採
れ

る
見
込
み
、
こ
こ
か
ら
口
経
七
五

耗
の
パ
イ
プ
で
八
〇
〇
米
奥
の
高

さ
四
五
米
の
山
に
造
る
配
水
池
に

送
り
自
然
流
下
で
各
戸
へ
給
水
す

る
。
現
在
工
事
は
五
〇
％
の
進
捗

率
で
進
ん
で
い
る
。

お
知
ら
せ

＠

心
配

ご
と
相
談
所

毎
　
　
　
　

午
后
一
時
か
ら

月
十
日
｛
”
四
時
ま
で

公
民
館
に
お
い
て

児
童
の
問
題
　
こ
ど
も
の
行
状
。

進
学
。
就
職
　
学
資
等

生
活
の
問
題
　
生
活
保
護
、
各
種

援
護
、
各
種
資
金
貸
付
。
施
設

利
川
等

行
政
の
問
題

行
政
に
対
す
る
苦
情
。
恩
給
法

援
護
法
。
等

人
権
の
問
題
　
地
域
社
会
、
家
庭

に
お
け
る
各
種
も
め
ご
と
等

こ
れ
は
秘
密
の
厳
守
、
問
題
別

に
そ
れ
ぞ
れ
専
問
家
に
依
頼
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
心
や
す
く
お

出
で
下
さ
い
。

○
少

さ
な
善
行

△
豊
原
豊
栄
苑
の
清
掃
奉
仕

西
村
民
子
　
山
崎
ま
さ
子

△
寿
大
学
互
助
会

故
寺
島
ナ
ツ
　
三
〇
〇
〇
円

河
辺
宇
一
　
三
〇
〇
〇
円

故
山
本
キ
ヨ
　
三
〇
〇
〇
円

△
図
書

「
晴
れ
に
も
雨
に
も
」
　
　一
冊

仁
保
太
郎

△
社
会
福
祉
事
業

金
二
万
円
也
　
三
好
芳
太
郎
氏

よ
り
妻
ッ
チ
の
香
典
返
し

悲
喜
交
々

＠
出
生
（
六
月
分
）

部
　
落
　
　
氏
　
　
名
　
　
父

上
　
げ
　
　
山
崎
恵
子
　
　
清

野
波
瀬
　
　
白
井
栄
子
　
　
芳
徳

（
七
月
分
）

豊
　
原
　
　
河
田
紀
子
　
　

武
志

野
波
瀬
　
　
田
村
ま
り
子
　
末
夫

兎
渡
谷
　
　
河
野
真
由
美
　
慶
次

豊
　
原
　
　
村
岡
玲
子
　
　
博

豊
　
原
　
　
今
田
博
之
　
匹
匹
れ

中
　
村
　
　
田
村
千
幸
　
　
伊
螽

画
死
亡
（
六
月
分
）

小

島
　

鬼
畸
清
一
　
　
5
3

東
　
方
　
　
寺
嗚
ナ
ツ
　
　
7
9

生
　
島
　
　
朝
枝
キ
ミ
　
　
7
5

非
本
籍
（
精
神
病
院
で
死
亡
）

浅
　
田
　
　
和
　
ス
ミ
　
　
8
1

（
七
月
分
）

中

村
　

吉
村
ミ
サ
ヲ
6
4

宗
　
頭
　
　
早
川
信
一
　
　
5
6

豊
　
原
　
　
河
田
紀
子
　
　
０

豊
　
原
　
　
熊
野
菊
一
　
　
6
4

大
　
竹
　
　
山
本
キ
ョ
　
　
7
8

豊
　
原
　
　
浅
野
又
四
郎
　
6
1

豊
　
原
　
　
山
本
嘉
一
　
　
7
1

宗
　
頭
　
　
宗
本
カ
メ
　
　
7
0

○
勲
記

勲
記
勲
章
伝
達
　
（
七
月
）

勲
匕
等
　
青
色
桐
葉
章

故
海
軍
飛
行
兵
曹
長
守
永
博
年
殿

勲
八
等
　
白
色
桐
葉
章

故
海
軍
二
等
兵
曹
　
白
井
精
次
殿

故
陸
軍
兵
長
　
　
　

板
坂
要
作
殿

故
陸
軍
兵
長
　
　
　
小
林
平
一
殿

故
陸
軍
上
等
兵
　
　
田
村
寿
夫
殿

故
陸
軍
上
等
兵
　
松
本
庄
治
郎
殿

故
陸
軍
上
等
兵
　
　
大
谷
　
巌
殿

故
陸
軍
一
等
兵
　
　
村
岡
芳
一
殿

故
陸
軍
一
等
兵
　
　
水
野
浅
一
殿

（
八
月
）

勲
七
等
　
青
色
桐
葉
章

故
海
軍
兵
曹
長
　
　
平
岡
市
郎
殿

故
海
軍
一
等
兵
曹
　
柳
井
　
武
殿

故
海
軍
一
等
機
関
兵
曹山

本
定
男
殿

勲
八
等
　
白
色
桐
葉
章

故
海
軍
二
等
兵
曹
　
堀
田
富
雄
殿

故
海
軍
水
兵
長
　
　
河
村
　
正
殿

故
海
軍
水
兵
長
　
　
雪
野
安
夫
殿

故
海
軍
上
等
水
兵
　
谷
岡
吉
一
殿

故
海
軍
上
等
水
兵
　
小
川
　
実
殿

故
海
軍
上
等
水
兵
　
秋
山
　
清
殿

故
海
軍
上
等
水
兵

大
草
太
郎
殿

故
海
軍
軍
属
　
　
　
西
村
新
｝
殿

故
海
軍
軍
属
　
　
　

湯
野
武
夫
殿

賠
償
保
障
法
が
改
止
さ
れ
、
原
動

機
付
自
転
車
（
バ
イ
ク
）
も
八
月

一
日
か
ら
こ
の
法
律
が
適
川
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
即
ち
九
月
末

日
迄
に
加
人
し
て
お
か
な
い
と
十

月
一
日
か
ら
迎
転
で
き
な
く
な
る

近
時
交
通
戦
争
と
言
わ
れ
る
程

車
に
よ
る
事
故
で
尊
い
人
命
を
失

い
、
又
は
負
傷
し
て
不
幸
な
人
生

を
送
る
人
が
ふ
え
て
き
た
。
一
旦

起
き
た
場
合
こ
の
事
故
は
加
害
者

に
と
っ
て
も
被
害
者
に
と
っ
て
も

大
変
な
負
担
で
あ
り
、
こ
の
損
害

不
幸
を
軽
減
し
て
く
れ
る
も
の
が

保
険
、
共
済
で
あ
る
。

都
会
と
言
わ
ず
田
舎
と
言
わ
ず

車
が
激
増
し
危
険
度
が
高
ま
っ
た

今
日
、
こ
の
保
障
制
度
が
改
正
さ

れ
拡
大
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ

り
ま
し
よ
う
。
然
し
強
制
加
入
で

あ
り
ま
す
の
で
そ
の
掛
金
や
保
険

金
は
、
最
も
公
平
で
あ
り
大
衆
的

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
度
法

改
正
に
あ
た
り
中
央
で
は
各
面
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
た
が
、
結
局
全

国
の
農
協
に
お
い
て
も
軽
自
動
車

お
よ
び
原
付
自
転
車
の
自
動
車
損

害
賠
償
責
任
共
済
事
業
の
取
扱
い

が
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

町
農
協
に
お
い
て
も
過
る
七
月
十

九
日
書
面
決
議
を
主
体
と
す
る
臨

時
総
会
を
開
き
、
賛
同
を
得
ま
し

た
の
で
直
ち
に
共
済
規
程
変
史
認

可
申
請
を
し
行
政
庁
の
認
可
を
と

っ
だ
。
つ
い
て
は
そ
の
取
扱
い
を

清

風

句

会

旅
心
そ
そ
る
ポ
ス
タ
ー
駅
の
夏

九
　
重

山
荘
に
ビ
ー
ル
沈
め
る
車
井
戸

元

一
人
居
や
破
れ
し
ま
ま
の
蝉
叩
き

翁

祝
ぎ
事
を
終
へ
て
安
堵
の
夕
端
居

一
　
平

北
長
門
車
窓
楽
し
や
夏
の
海

蓮
　
水

匙
な
め
て
農
夫
楽
し
や
氷
水

か
　
牛

海
風
の
涼
し
山
陰
デ
イ
ゼ
ル
車

干
　
代

一
村
を
Ｉ
夜
に
の
ん
で
梅
雨
出
水

旬
　
一

昨
日
の
句
今
日
気
に
入
ら
ず
ホ
ト

ト
ギ
ス
　
　
　
兎
　
史

打
水
の
バ
ケ
ツ
か
た
へ
に
立
話

鈴

孵
り
た
る
鈴
虫
ツ
ト
に
孫
を
訪
う

外
孫
を
預
か
る
話
夏
休

選
者
　
雲
　
仙

次
は
九
月
十
七
日
（
土
）
で
す

雑
詠
を
公
民
館
へ
お
出
し
下
さ

い
。

青

年

団

の

運

営

方

針

4
1
年

度

重

点

目

標

明
る
い
郷
土
の
建
設
に
努
力

し
よ
う

責
任
と
自
覚
を
持
と
う

分
団
活
動
を
促
進
し
よ
う

行

事

計

画

青
年
学
級
に
入
学
し
知
識
の

向
上
に
努
め
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
を
重

点
的
に
と
り
あ
げ
ス
ポ
ー
ツ

教
室
に
参
加
し
健
康
増
進
に

役
立
て
る
。

毎
月
二
十
五
日
を
運
営
委
員

公
の
開
催
日
と
す
る
。

四
月・

こ
り
　
筋
肉
の
緊
張
過
度
を

い
う
。
疲
れ
な
ど
の
原
因
で
血
液

の
循
環
が
悪
く
な
っ
た
状
態
。
さ

わ
ら
れ
る
と
グ
リ
ズ
リ
し
で
痛
い

・
ツ
ボ
　
（
リ
や
キ
ュ
ウ
の
ツ

ボ
は
漢
方
で
と
く
と
こ
ろ
の
経
穴

現
代
医
学
で
は
神
経
点
と
か
反
応

点
と
か
圧
痛
点
な
ど
と
よ
ば
れ
る

が
平
た
く
い
え
ば
冶
。療
の
急
所
。

・
ど
こ
か
ら
始
め
る
か
　
職
業

マ
ッ
サ
ー
ジ
は
思
者
を
ね
か
せ
、

肩
・
首
・
頭
・
上
肢
（
し
）
　・
下

肢
・
朧
の
順
序
で
や
る
。
し
か
し

家
庭
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
は
ど
こ
か
ら

始
め
て
も
よ
い
し
。
局
部
だ
け
で

も
か
ま
わ
な
い
。
訴
え
の
多
い
の

怒
肩
と
腰
だ
が
、
肩
と
首
は
い
っ

自
衛
隊
員
募
集
（
防
火
、
航
空
学
生
、
看
護
学
生
、
自
衛
隊
生
徒
、
一
．
陸
海
空
士
　
町
総
務
課
へ

暮
し
の
ダ
イ
ヤ
ル
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